
広 報

昭和]51年10fJ1611

第 729 りー

L fi] r打

秘 ti? 課

上回匂4100
田辺印刷l

昭和27年12月22日第3種郵便物認可・ 毎月 1日・ 16日発行・定価 l音113円

主な内容
環境整備を重点に補正(9月定例市議会終る)・・・・・ー"""2面
お年寄りに住みよい環境を

「老人のための明るいまち」づくりを推進・・・・・・ 3面

上田駅誘致を県に陳情
・4面

北 陸新幹線上田駅誘致期成同盟会"""

市役所の仕事を体験しませんか
・・・・・ 5面

1日市職員を募集

わずかな会費で多額な給付金一・・・・・・….......一-…・・…・ 6面
勤労者互助会に加入しよう

生活特集ー・・・・・・…..............…・・・・・・…・・・・・・・・・・・ 7-10面

上砂
田開
剣会
道式
クで
ラ選
ブ手
の宣園 、

橋箸
詰を
選 す
手る

h
F
壮
年
体
力
テ
ス
ト
で
反
復
跳
ぴ
に

汗
を
流
す
参
加
者

熱戦を展開、荘年体力テストも

第2 5回市民総合体育大会聞く

第25回上田市民総合体育大会が、10月10日開会、13競技に約 4，000

人の市民が参加、熱戦を展開しました。

競技とは別に、第二中学校では、壮年体力テスト (30歳以上)が

行われ、約50名の男女が参加、反復跳び、ジ グザグドリブルなど五

種目のテストを受けました。この結果、下半身の衰え (特に急歩が

おちる)、反射神経(反復跳び、 ジグザグド リブル)がにぶいなど車

時代のいったんが表われたようです。

むずカ、しいわね 砂

壮年体力テストのジグザグドリプル

市長相談日

I r1i民と市長の日」を 11月 1日(JJ)午前 9

時からノF後 4時まて¥市役所 3階 rb"tf宅

で行います。

お れ特 にお でか けく ださ い。
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環
境
整
備
に
重
点
補
正

九
月
定
例
市
議
会
終
る

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
+
月
五
日
ま
で
の
十
五
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
同
和
対
策
集
会
所
条
例
の
一
部
改

正
、
上
田
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
、
健
全
財
政
を
保

つ
た
め
慎
重
に
運
営
し
て
き
た
市
財
政
は
、
今
年
度
、
市
税
、
地
方
交
付
税
な

ど
に
予
定
を
上
回
る
歳
入
が
確
保
で
き
る
見
通
し
が
つ
い
た
た
め
、
施
策
の
充

実
を
図
る
必
要
経
費
を
計
上
し
た
、
五
十
一
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
補
正

予
算
な
ど
二
十
一
一
議
案
が
審
議
さ
れ
、
朝
鮮
の
自
主
的
平
和
統
一
に
関
す
る
意

見
書
が
否
決
さ
れ
た
ほ
か
は
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

に
よ
り
改
正
し
ま
し
た
。

マ
上
田
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正

こ
の
改
正
は
、
非
常
勤
消
防
団
員
な

ど
の
損
害
補
償
め
充
実
を
図
る
よ
う
、

国
の
基
準
が
、
改
め
ら
れ
た
た
め
改
正

し
ま
し
た
。
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一
九
月
定
例
市
議
会
で
、
監
査
委
員
式
会
社
丸
水
上
回
綜
合
食
品
卸
売
市

ん

新

川

に

、
小

池

守

さ

ん

が

、

小

林

増

次

場

社

長
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マ
同
和
対
策
集
会
所
条
例
の
一
部
改
正

こ
の
改
正
は
、
中
之
条
に
「
干
曲
町

同
和
地
区
集
会
所
」
が
完
成
し
た
こ
と

「
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
」
推
進

事
業
は
、
国
が
老
人
人
口
の
急
激
な
増

加
と
、
扶
養
意
識
の
減
退
や
核
家
族
化

マ
職
員
賞
慰
金
条
例
の
一
部
改
正

こ
の
改
正
は
、
賞
慰
金
の
固
め
基
準

が
改
め
ら
れ
た
た
め
、
市
の
賞
慰
金
の

支
給
額
を
改
正
し
ま
し
た
。

吻

K
L

予

算

補
正
予
算
額

一
般
会
計

六
億
五
千
九
百
五
十
六
万
七
千
円

特
別
会
計

五
百
五
十
四
万
九
千
円

予
算
総
額

一
般
会
計

九
十
億
二
千
九
百
五
十
万
四
千
円

特
別
会
計

三
十
七
億
千
八
百
十
九
万
九
千
円

マ
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

〈
総
務
費
v

自
治
会
防
犯
灯
電
気
料
補
助
な
ど
に

八
千
七
百
九
十
万
六
千
円
。

千曲町に完成した同和対策集会所

〈民
生
費
〉

報
恩
寮
改
築
工
事
、
豊
殿
保
育
園
給

食
室
改
造
工
事
、
お
よ
び
部
落
解
放
同

盟
上
田
市
協
議
会
補
助
、
障
害
児
通
園

施
設
(
上
田
い
ず
み
園
)
改
修
補
助
な
ど

に
、
千
四
百
六
万
三
千
円
。

〈
衛
生
費
〉

上
小
衛
生
施
設
組
合
な
ど
、
一
部
事

務
組
合
の
負
担
金
、
お
よ
び
じ
ん
か
い

収
集
車
購
入
な
ど
に
、
五
千
六
百
三
十

三
万
六
千
円
。

〈農
林
水
産
業
費
〉

内
水
面
総
合
対
策
事
業
補
助
、
果
樹

生
産
合
理
化
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
補
助
、

富
士
山
農
村
基
盤
総
合
ほ
場
盤
備
設
計

委
託
料
、
団
体
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

な
ど
各
種
事
業
補
助
な
ど
に
、
八
千
四

百
三
十
九
万
三
千
円
。

〈商
工
費
〉

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
融
資
貸
付
金

新
幹
線
対
策
費
な
ど
に
、
千
六
百
二
十

八
万
五
千
円
。

〈土
木
費
〉

道
路
維
持
修
繕
工
事
、
道
路
新
設
改

良
工
事
、
河
川
用
悪
水
路
改
修
工
事
、
お

よ
び
市
営
住
宅
建
設
工
事
な
ど
に
、
二

億
七
千
五
百
三
十
一
万
三
千
円
。

〈教
育
費
〉

城
下
小
、
別
所
小
運
動
場
用
地
買
収

中
塩
田
小
、
西
塩
田
小
非
常
通
報
装
置

工
事
な
ど
学
校
整
備
、
お
よ
び
浦
野
、

中
之
条
同
和
集
会
所
建
設
工
事
な
ど
に

七
千
四
百
十
四
万
五
千
円
。

じんかい収集の効果図るため購入される車

， ~ '.-、一一・ -"._ -・......ん..-ん 『・・ ~""' .'" -......-

、
， 

、
‘ 

‘ ， 

、
， 

、
， 

‘ . 
、

、

. 
、

.匂_.下、_.・..."， -~ '" _'" -"~-"_九一" _ -- .. 



え

ための明るいまち l
融

10月7日行われた「老人のための明るいまち」推進協議会

つ広 報

市
は
、
八
月
二
十
四
日
、
固
か
ら
「
老

人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
モ

デ
ル
都
市
の
指
定
を
受
け
、
十
月
七
日

の
推
進
協
議
会
で
、
老
人
が
充
実
し
た

生
活
を
送
る
に
は
、
老
人
自
身
の
自
覚

が
何
よ
り
も
大
切
に
な
る
が
、
家
族
や

地
域
住
民
が
、
そ
し
て
全
市
民
が
老
人

を
い
た
わ
り
、
交
流
を
深
め
孤
独
を
な

く
し
、
生
が
い
を
高
め
る
た
め
に
、
活

気
に
み
ち
た
明
る
い
温
か
い
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
こ
と
を
決
め
、
今
年
か
ら
三

年
計
画
で
九
千
万
円
以
上
の
費
用
を
か

け
、
「
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
」
推

進
事
業
を
行
い
、
老
人
福
祉
向
上
を
図

り
ま
す
。
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〈
総
務
費
〉

自
治
会
防
犯
灯
電
気
料
補
助
な
ど
に

八
千
七
百
九
十
万
六
千
円
。

「
老
人
の
た
め
の

明
る
い
ま
ち
」
推
進

事
業
は
、
国
が
老
人
人
口
の
急
激
な
増

加
と
、
扶
長
立
識
の
減
退
や
絞
家
族
化

の
進
行
、
老
人
め
孤
立
化
な
ど
老
人
問

題
は
、
今
ま
で
の
老
人
福
祉
施
策
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
と
し
、
老
人
ホ
ー

ム
施
設
な
ど
物
質
面
だ
け
で
な
く
、
老

人
を
大
切
に
し
、
そ
の
能
力
を
い
か
し

生
が
い
を
高
め
る
な
ど
温
か
い
老
人
福

祉
を
進
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

全
国
に
老
人
福
祉
の
モ
デ
ル
都
市
を
指

定
し
て
行

っ
て

い
る
も
の
で
、
上
田
市

は
、
県
下
で
初
め
て
指
定
さ
れ
、
今
年

か
ら
三
年
間
「老
人
が
住
み
よ
い
環
境
」

を
つ
く
る
た
め
、
種
々
の
事
業
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

市
は
、
県
、
財
団
法
人
老
人
補
祉
開

発
セ
ン
タ
ー
、
医
師
会
、
婦
人
団
体
、

小
、
中
学
校
、
自
治
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る

市
内
の
機
関
二
十
五
団
体
で
「
老
人
の

た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進
協
議
会
」
を

十
月
七
日
組
織
し
、

4
4人
の
た
め
の

明
る
い
ま
ち
推
進
事
業

(シ

ル
バ
ー
シ

テ
ィ
プ
ラ
ン

)
要
綱
々
を
決
め
、

市
民

み
ん
な
の
積
極
的
な
協
力
を
も
と
に
、

老
人
福
祉
の
増
進
を
図
る
事
業
を
行
い

ま
す
。

今
年
は
、
健
康
管
理
と
生
が
い
を
高

め
る
こ
と
を
重
点
に
、
お
年
寄
り
に
見

…

こ

の
た
び
、
上
田
市
は
県
下
で
唯
上
に
よ
り
長
命
な
生
活
環
境
が
保
ち
寄
与
し
て
参
り
ま
し
た
お
年
寄
り
を
一

一
一
の
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
モ
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
人
と
し
て
の
.

…
デ
ル
都
市
に
指
定
を
受
け
、
推
進
事
し
く
慶
賀
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
倫
理
で
あ
っ
て
こ
と
ば
の
上
だ
け
で
…

一

業
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
国

り
ま
す
が
反
面
老
齢
人
口

の
増
加
に
な
く
、
市
民
一
人
一
人
の
実
践
に
よ
一

一
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
東
京
の
財

団

と

も

な

い

、
老
人
問
題
は
も
は
や
老
っ
て
楽
し
い
老
後
を
お
す
ご
し
い
た
一

一

法
人
老
人
福
祉
開
発
セ
ン
タ
ー
と
共
人
だ
け
で
な
く
私
共
み
ん
な
の
社
会
だ
く
上
田
市
に
し
た
い
考
え
で
あ
り
一

pa亀
号
，
g

!l

e

v

F

一
公

惑

静

老
人
の
た
め
の
明
る
い
…

議
一
十
活

ま
ち
推
進
に
つ
い
て
…

…

〆

μ宗

主

¥
匂

上

田

市

長

石

井

泉

…

.

に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
家
族
制
度
の
ま
す
。

一

…
園
、

県
の
補
助
を
得
て
年
間
三
千
万
変
革
、
平
均
寿
命
と
老
人
就
業
、
老
ど
う
か
若
い
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
…

一
円
以
上
を
三
年
間
、
総
額
九
千
万
円
人
医
療
等
い
ず
れ
を
考
え
て
み
ま
し
で
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
、
一
体
と
な
…

一
以
上
の
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
て
も
こ
れ
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
っ
て
心
の
か
よ
う
、
老
人
の
た
め
の
一

一

す
。

な
い
問
題
が
山
積
し
て
い
る
現
状
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
強
く
期
待
す
一

一

近

年

医
薬
の
進
歩
と
食
生
活
の
向
あ
り
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…

た
リ
、
聞
い
た
り
の
受
動
的
な
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
か
ら
、
参
加
し
体
を

動
か
す
こ
と
の
喜
び
を
体
験
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
市
体
育
協
会
の
協
力
を
得

て
「
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
「
寿
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
を
聞
き
、
さ
ら
に
、
一

人
で
も
多
く
参
加
を
呼
び
か
け
、
ミ

ニ
ゴ
ル
フ
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
講
習
会

や
そ
の
成
果
を
競
う
大
会
な
ど
も
聞
き

日
常
生
活
の
中
で
の
健
康
増
進
を
図
り

ま
す
。

ま
た
、
食
生
活
な
ど
お
年
寄
り
の
健

康
管
理
を
映
画
や
テ
キ
ス
ト
に
よ

っ
て

家
族
と
と
も
に
学
ぶ
「
老
人
健
康
管
理

研
修
講
座
」
。
お
年
寄
り
に
ふ
さ
わ
し
い

社
会
的
能
力
と
新
し
い
時
代
の
変
化
に

対
応
す
る
心
構
、
え
と
理
解
力
を
養
い
、

社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
と
う

と
、
教
養
講
座
「
老
人
大
学
」
を
公
民

館
、
中
学
校
な
ど
七
会
場
で
実
施
、
将

棋
、
囲
碁
、
陶
器
、
川
柳
、
盆
栽
、
ゴ

ル
フ
な
ど
趣
味
の
ク
ラ
ブ
を
幅
広
く
設

け
て
、
仲
間
の
輪
を
ひ
ろ
げ
な
が
ら
日

常
生
活
に
、
潤
い
と
喜
び
を
持

っ
て
い

た
だ
く
「
趣
味
の
ク
ラ
ブ
活
動
」
を
乏

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
開
設
。

お
年
寄
り
が
余
暇
を
利
用
し
て
土
と

親
し
み
、
物
を
作
る
喜
び
と
軽
労
働
に

よ
る
健
康
の
維
持
増
進
を
図
る

「乏
人

民
国
」
を
市
内
四
か
所
に
設
け
ま
す
。

お
年
寄
リ
の
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応

ず
る
「
老
人
心
配
ご
と
相
談
」
を
月
二

回
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
聞
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
設
の
整
備
は
行
わ
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ず
、
老
人
が
健
康
で
よ
り
よ
い
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
、
き
め
細
か
な
事
業
を

進
め
て
行
き
ま
す
が
、
ど
の
事
業
も
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
事

業
を
進
め
る
こ
と
が
大
変
む
ず
か
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、

お
年
寄
り
を
理
解
す
る
と
と
も
に
協
力

し
て
、
住
み
よ
い
明
る
く
温
か
い
七
田

市
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

村上和夫
(市社会福祉協議会長)

樋口三子男
(市福寿クラブ辿合会長)

青山俊光
( 市背年会談所理事長)

塚田今朝日1)
(市自治会連合会長)

八回たつよ
(市婦人団体述絡協議会長)

矢島謹一
(上回ロ タリ クラブ会長)

堀内 泉
( I三凶城南ライオンズクラブ会ポ)

森 幹郎
(以 野 大 学 教 授 )

堤強
(rli ti.1祉事務所長)

宮崎盛登
(rll 収入役)

唱老人のための明るいまち。

づくり推進協議会役員名簿

A 
Z三 泉

市民)

達
議長)

石井
( 上 回

葦沢
(市議会

長 i
副会長

事理

上
田
駅
誘
致
を
県
に
陳
情

t: 

北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
期
成
同
盟
会

え

北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致
期
成
同
盟

会
(
会
長
石
井
市
長
)
は
、
九
月
二
十

日
、
同
盟
会
加
入
の
近
隣
町
村
長
、
市

町
村
議
会
、
商
工
業
者
、
自
治
会
、
農

業
協
同
組
合
、
婦
人
団
体
、
観
光
協
会

つ_~729号 (腕主縦割一一広報

r 
手〈で点

jE長特石井さんの
l:五喜平
五、 $の図
伝石を皆書
2井しさ館

:::弓点訳奉仕活動の

15tZ努 基金新設
両大てし者

ご好意て、、

な
ど
か
ら
約
二
百
五
十
人
が
、
大
型
パ

ス
五
台
に
分
乗
、
県
庁
に
県
知
事
、
県

議
会
議
長
を
訪
問

「
新
幹
線
上
田
駅
」

実
現
を
県
の
立
場
か
ら
努
力
す
る
よ
う

陳
情
し
ま
し
た
。

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

市
は
、
こ
の
ご
寄
付
を
基
に
「
点

訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
」
を
制
定

す
る
こ
と
に
決
め
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。こ

の
基
金
は
、
点
訳
奉
仕
者
の
皆

き
ん
に
辞
書
を
贈
っ
た
り
、
技
術
研

修
や
懇
談
会
を
聞
き
、
奉
仕
活
動
の

援
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
中
途
失

明
者
の
点
字
読
み
取
り
の
指
導
な
ど

盲
人
福
祉
の
向
上
に
有
効
に
活
用
し

て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問

分任出納役

11 

推進員

顧

陳
情
に
は
、
母
袋
県
議
、
平
野
県
議

中
村
県
議
の
地
元
選
出
議
員
も
同
席
「
ボ

ー
リ

ン
グ
等
の
基
礎
調
査
も
終
り
、
原

案
作
成
も
大
詰
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
上

小
を
中
心
と
す
る
東
信
地
区
の
発
展
の

応
急
工
事
課
(
市
民
の
要
望
処
理

〈
実
施
日
程
〉

事務局は、市悩祉事務所社会課内に置く。

植
幹
と
な
る
新
幹
縁
上
田
駅
実
現
を
図

る
た
め
、
近
隣
自
治
体
、
各
種
団
体
な

ど
の
加
入
で
こ
の
同
盟
会
も
充
実
し
、

誘
致
運
動
も
一
層
強
固
に
な
り
ま
し
た

県
に
お
い
て
も
、
こ
の
動
き
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
上
田
駅
実
現
に
努
力
し

て
ほ
し
い
」
と
陳
情
、
県
知
事
、
県
議

西沢知事(右)に陳情する石井同盟会長(左)と陳情団

電
々
公
社
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
ゃ
耳
の
遠
い
方
の
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
電
話
機
お
よ
び
付
属
装
置

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

マ
シ

ル
ハ
l
ホ
ン

①
あ
ん
し
ん

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
、
い

ざ
と
い
う
時
に
、
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け

で
、
身
寄
り
の
方
や
へ
ル
パ

l
に
急
を

つ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
コ

ー
ド
も
長
い

(
三
日
)
の
で
移
動
が
自

由
で
す
。

料
金
は
、
一
台
に
つ
き
、
新
設
u
H
加

入
電
話
新
設
費
用
の
み
。
取
替

1
二
千

円
。
使
用
料
一
か
月

1
三
千
五
百
円
、

②
め
い
り
ょ
う

耳
が
不
自
由
な
方
の
た
め
の
屯
話
て

音
量
調
節
タ
イ
ヤ
ル
の
操
作
で
、
普
通

守
屯
話
の
十
八
位
同
ま
で
大
き
(
で
き
ま
す

マ
と
き
・
と
こ
ろ

1
十
月
三
十
日
出
午

後
一
時

i
同
四
時
。
三
十
一
日
日
午
前

八
時
三
十
分
1
午
後
四
時
。
清
掃
事
務

会
議
長
も
、
「
地
元
の
ご
期
待
に
そ
う
よ

う
努
力
す
る
」
と
上
田
駅
実
現
に
協
力

す
る
こ
と
を
約
し
ま
し
た
。

同
盟
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
に
駅

誘
致
運
動
参
加
を
呼
び
か
け
な
が
ら
よ

り
強
力
に
「
上
田
駅
実
現
」
を
目
指
し

て
誘
致
運
動
を
展
開
し
て
行
き
ま
す
。

料
金
は
、
一
台
に
つ
き
、
新
設
M
H
加

入
屯
話
新
設
費
用
の
み
。
取
替

1
二
千

円
。
使
用
料
一
か
月

l
百
七
十
円
。

マ
フ
ラ

ッ
シ

ュ
ベ
ル

電
話
の
ベ
ル
が
聞
き
と
り
に
く
い
方

や
騒
音
の
激
し
い
場
所
で
利
用
で
き
ま

す
。
電
話
の
ベ
ル
と
同
じ
に
、
三
秒
ご

と
に
一
回
ラ
ン
プ
が
つ
き
、
光
度
は
三

段
階
に
切
替
が
で
き
ま
す
。

料
金
は
、
一
台
に
つ
き
、
工
事
費

l

二
千
五
百
円
。
使
用
料
一
か
月

1
二
百

円
。

マ
シ
ル
バ
ー
ベ
ル

普
通
の
ベ
ル
で
は
、
聞
き
と
り
に
く

い
が
、
低
い
立
固
な
ら
聞
き
と
れ
る
方
の

た
め
の
電
話
で
す
。
聴
力
特
性
に
合
せ

せ
て
、
二
種
類
の
音
色
(
周
波
数
五

O

O
ヘ
ル
ツ

・
三

O
O
ヘ
ル
ツ

)
の
い
ず

れ
か
に
セ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

料
金
は
、
一
台
に
つ
き
、
工
事
費

l

二
千
五
百
円
。
使
用
料
一
か
月

1
百
八

十
円
。

〈
お
閉
会
せ
〉

上
回
屯
報
電
話
局
第
一
営
業
譲
(
念

品
目
守

m問
ハ〉ハ〉ハ〉、

恥叫
川創
刊
f
k
+
'
)



市
の
仕
事
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

日
市
職
員
募
集

えで一一(腕義援制) 第729号ー

お知らせ
つ広報

市
役
所
が
行

っ
て

い
る
仕
事
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
直
接
、
体
験
し
て
い
た

だ
く
「
一

日
市
職
員」

を
十

一
月
十
五

日

ωに
実
施
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

十
月
三
十
日
出
ま
で
に
、
秘
書
課
広
報

広
聴
係

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
の

「
一
日
市
職
員
」
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
市
職
員
と
し
て
委
嘱
し
、
市

役
所
が
毎
日
行

っ
て
い
る
仕
事
を
、
直

後
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
市
の
仕
事
が

市
民
生
活
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
を

持
っ
て
い
る
か
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

市
政
に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
市
民
の
積
極
的
な
市
政

参
加
を
進
め
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

一(5)ー一一昭和51年10月16日

盲
人
福
祉
の
向
上
に
有
効
に
活
用
し

て
行
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

9月30日、小泉小学校で P・T'A
;の力で完成 した、相撲場の土表ぴらさ

;と相撲大会が開かれました

第四中学校出身で時津周部屋の大辻

:さんら二名の力士が特別参加、練習方

;;去な ど指導 を受けました

〔写真は、相撲大会で熱戦をく りひろ

げる女子選手〕

〈
実
施
日
時
〉

十
一
月
十
五
日
間

午
前
八
時
三
十
分
i
午
後
五
時

〈
募
集
者
数
〉

十
名

(応
募
者
、
多
数
の
場
合
は
、

市
で
選
考
し
ま
す
)

〈
応
募
資
格
〉

市
内
に
居
住
す
る
満
二
十
歳
以
上
め

方
。

〈
募
集
職
種
〉

市
民
課

(窓
口
事
務
)

公
害
課
(
公
害
監
視
活
動
)

福
祉
課
(
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ

l
カ

ー
活
動
)

保
健
予
防
課

(保
健
婦
活
動
)

応
急
工
事
課
(
市
民
の
要
望
処
理
)

〈実
施
日
程
〉

午
前
八
時
三
十
分
、
登
庁
、
午
前
九

時
、
市
長
か
ら
人
事
通
知
書
交
付
、

午
前
九
時
三
十
分
、

仕
事
開
始
、
正

午
、
畳
食
。

午
後
一
時
、
勤
務
再
開
、
午
後
四
時

市
長、

助
役
、
部
課
長
と
話
し
合
い

午
後
五
時
、
退
庁

〈
応
募
要
領
〉

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

連
絡
先
、
希
望
職
種

(第
一
、
第
二

希
望
)
を
明
記
し
、
上
田
市
大
手
一

丁
目
十
一
番
十
六
号

(干
三
八
六
)

市
役
所
秘
書
課
あ
て
、
ハ
ガ
キ
で
お

申
し
込
み
く
だ
き
い
。

〈
応
募
締
切
〉

十
月
三
十
日
出

〈
お
問
合
せ
〉

秘
書
課
広
報
広
聴
係
宮
②
四
一

0

0
内
線
二

O
五

ぶ
民
…ー向

E
--応
-X
回
目
官
配
置
A

辺叶
d
a
E
-
術
開
回
日
士
山
M

一i

老
来
福
祉
逆
説
タ
i

…リ

川
一
帯
内
総
祭
い

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十
月
三

十
日
出
、
三
十
一
日
同
に
第
二
回
「
文

化
祭
」
を
行
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
お
年
寄
り
以
外
に

は
開
放
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
両

日
は
、
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し

て
ク
ラ
ブ
活
動
の
状
況
な
ど
を
見
て
い

た
だ
き
、
楽
し
い
一
日
に
し
よ
う
と
行

う
も
の
で
す
。

空_" D: 
E己 目

話量
の調
十節
八タ
{古イ
ま ヤ
で jレ
大 の
き操た
〈作占f

Eてf
主普長
ヲ通て

マ
と
き

・
と
こ
ろ

1
十
月
三
十
日
出
午

後

一
時
j

同
四
時
。
三
十

一
日
日
午
前

八
時
三
十
分
i
午
後
四
時
。
清
掃
事
務

所
西
隣
り
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

マ
だ
し
も
の
H
H
同
セ

ン
タ
ー
利
用
者
に

よ
る

「野
立
」
「
演
芸
」
「
お
で
ん

コ

ー
ナ
ー
」
ク
ラ
ブ
の
作
品
展
示、
そ
の
他
。

い
恥
じ
日
U
ぶ
即
貯
水
一

習
生

1
1
M

較
的
当
薩

十
一
月
の
乳
児
検
診
を
左
表
に
よ
り

行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一

時
か
ら
二
時
三
十
分
。
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

乳児検診日程表

会場 上 田 市 健 康 セ ン 7
塩田支所 川西社全面

2時全議室 祉センター

対象児1 4 か月児 9 か月児 14'9か月開 14

塩尻 東 部塩尻 束郡

川辺南 部川辺南部

対象泉 田 中 央泉田 中 央

神 科西部 神 科西 部

笠殿減下型殿域下

対司民党
51年 51年 51年 51年 51年 2月 51 

実池田 7月生 7月生 2月生 2丹生 7月生

III月 4B I II 日L_I日ム竺~日 !

日
三
歳
旧
刈
検
診
…

十
一
月
の
三
歳
児
検
診
を
下
表
に
よ

り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
。
母
子

止
旺
巧
時
刻
甘
え
言
居
第
二
E
1
2
F
宏

@
四

0
0
0
、
無
料
で
す
)

健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

三歳児検診日程表

会場 健よ康 田 市 福川祉西社セ会ンター
センター

対象地区 川西全区

対象児
48年10月生 48年1-6月生

実地月日 |

出 18日 1
19

日 |
26日

ー
都合の悪い人は翌月の検冷日に受診

来
客
…を
な
く
る
、
均
一
一

市
野
犬

ι

一
掃
週
閉
じ

。

最
近
、
犬
に
よ
る
幼
小
児

へ
の
傷
害

事
故
や
農
作
物
、
家
畜
な
ど

へ
の
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

十
月
十
八
日
開
か
ら
二
十
四
日
間
ま

で

「野
犬
一
掃
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
次
に
よ
り
皆
さ
ん

の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
野
犬
防
止
の
た
め
犬
を
捨
て
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
飼
い
犬
は
、
常
に
つ
な
い
で
お
き
ま

し
ょ
う
。

マ
飼
い
犬
は
登
録
し
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

マ
犬
に
か
ま
れ
た
ら
必
ず
、
上
田
保
健

所
へ
届
出
ま
し
ょ
う
。

〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
公
害
課
環
境
指
導
係

(
宮
@

四
一

O
O内
線
二
九
四
)
上
田
保
健
所

(宮
③
一
二
六

O
)
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納
税
で
築
く

ぼ
く
ら
の
明
る
い
社
会

〈
入
選
納
税
標
語
〉

市
内
の
中
学
三
年
生
に
、
社
会
学
習

の
一
環
と
し
て
、
日
常
生
活
の
中
か
ら

税
金
の
意
義
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
納
税
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
ろ

う
と
「
納
税
標
語
」
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
き

協
重
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り

入
選
者
が
き
ま
り
、
賞
状
と
副
賞
を
贈

り
ま
し
た
。

〈
税
務
署
長
賞
〉

t: えI 府議長総号)一一広報

わずかな会費で
多額な給付金

勤労者互助会に加入しよう
〈勤労者互助会加入推進月間〉

-第729号

粕
尾
幸
子
さ
ん
こ
中
)
、
岡
本
恭

さ
ん
(
二
中
)
、
山
崎
高
広
さ
ん
(
三

中
)
、
五
十
嵐
郁
子
さ
ん

(四
中
)
、

滝
沢
克
彦
さ
ん
(
五
中
)
、
甲
田
伸
さ

ん
(
塩
田
中
)
、
久
保
田
健
一
さ
ん
(
川

西
中
)

〈
地
方
事
務
所
長
賞
〉

畑
野
恵
さ
ん
(
一
中
)
、
中
沢
一
明

さ
ん
(
二
中
)
、
柳
沢
惇
一
さ
ん
(
三

中
)、

田
中
由
夫
さ
ん

(四
中
)
、
飯

島
広
明
さ
ん
(
五
中
)
、
工
藤
ミ
チ
ヨ

さ
ん
(
塩
田
中
)
、
森
和
彦
さ
ん
(
川

西
中
)

〈
市
長
賞
〉

白
倉
美
佐
子
き
ん
、
{
呂
島
真
理
さ
ん

渡
辺
恵
美
子
さ
ん
(
以
上
一
中
)
、
古

田
公
司
さ
ん
、
吉
池
裕
司
さ
ん
、
吉
川

茂
利
さ
ん
(
以
上
二
中
)
、
矢
野
信
彦

さ
ん
、
西
沢
厚
子
さ
ん
、
西
沢
直
美
さ

ん
(
以
上
三
中
)
、
田
中
和
美
さ
ん
、

玉
井
成
男
さ
ん
、
沢
畑
真
珠
さ
ん
(
以

上
回
中
)
、
上
原
達
さ
ん
、
細
谷
正
子

さ
ん
、
和
田
里
美
さ
ん
(
以
上
五
中
)

宮
入
純
子
さ
ん
、
滝
沢
啓
さ
ん
、
間
島

裕
子
さ
ん
(
以
上
塩
田
中
)
、
大
沢
正

幸
さ
ん
、
橋
本
和
加
子
さ
ん
、
市
川
文

紀
さ
ん
(
以
上
川
西
中
)

「上田市勤労者互助会」を知っていますか。この会

は、市内の小規模企業、商庖などに勤めている皆さ

んに入会していただき、お互いに助けあって、より

豊かな生活を築こうとするもので、わずかな会費(月

額200円)で下表のような各種共済制度や、生活資

金の融資、会員の親睦と交流を図るレク リエー ショ

ンなどを行っていま す。
次に該当する皆さんの入会をお待ちしています。

資格一市内の事業所に勤務する皆きんで、入会を
希望する人。ただし、臨時、パートの人は

入会できません。

会一入会届(用紙は商工部労政課にあります)

と入会金 100円が必要です。

会 費一 1人月額 200円
お閉会せ=商工部労政課内、勤労者互助会事務局

(労政課は、中央 4-9-1の上田勤労者

福祉センター内です。)ft@7363o

上田市勤労者互助会共済制度

入

国保税

今年度から

2度に配付

精算課税の納付書

国
民
健
康
保
険
税
の
精
算
課
税
に
よ

る
納
税
通
知
書
は
、
昨
年
度
(
五
十
年
)

ま
で
一
括
(
九
月
か
ら
翌
年
三
月
ま

で
の
七
期
分
)
し
て
お
届
け
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
(
五
十
一
年
)
か
ら
は
、

共 1斉 事 自 給付額

~ミh 員 150，000円

死 配 偶者 60，000 

子 20，000 

亡 親 5，000 

2等親までの同居家族、火災による死亡 5，000 

全焼、全壊 200，000 

住 火 災 半焼、半壊 100，000 

毛{ 一部焼、一部壊 50，000 

災地震、噴火による 全焼、全壊、流失 50，000 

害火災及びその他の 半焼、半壊 25，000 

災害 一部焼、一部壊、床上浸水 1，000 

廃 疾 50，000 

1基
休業 14 日以上 2，000 

病
休 業 30 日 以 上 3，000 

休業 90 日 以 上 5，000 

結 婚 15，000 

子 σ3 出 生 5，000 

子 グ〉 就 学 3，000 

退職慰労金 (3年以上) 3，000 

寿 銅婚祝 (結婚15年) 2，000 

祝 陶器婚祝 (結婚20年) 3，000 

」一
銀婚祝 (結婚25年) 4，000 

商
品
購
入
は
慎
重
に

か
月
経
過
し
て
も
引
取
り
に
来
な
い
と

き
は
、
保
管
者
の
所
有
物
と
な
り
ま
す

の
で
自
由
に
処
分
が
で
き
る
こ
と
に
な

九
月
(
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
四
期

分
)
と
一
月
(
五
十
二
年
一
月
か
ら
三

月
ま
で
の
三
期
分
)
に
分
け
て
お
届
け

し
ま
す
の
で
、
納
期
内
に
納
入
さ
れ
る

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

上
国
営
林
署
で
は
、
家
庭
の
庭
木
に

適
し
た
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
な
ど
十
四
種

の
樹
木
を
次
に
よ
り
即
売
し
ま
す
。

皆
さ
ん
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

1
十
月
二
十
一
日
閥
、
二
十
四

日
間
、
二
十
八
日
側
、
い
ず
れ
も
午

前
九
時
1
午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ

1
東
部
町
大
字
和
、
上
国
営
林

署
和
緑
化
事
業
所

お
問
合
せ

1
上
国
営
林
署
(
宮
@
三
五

一
一
六
)

十
月
十
日
か
ら
、
新
調
し
た
結
婚
衣

装
を
次
に
よ
り
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。

早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
品
目
〉

う

ち

か

け

一

着

留
袖
(
ひ
と
そ
ろ
え
)
一
着

〈
申
込
み
先
き
〉

山
浦
源
子
さ
ん
中
央
西
一

l
一
ー

五
含
@
二
九

O
O
(
上
田
市
婦
人
団
休

連
絡
協
議
会
)

に
会
員
を
ふ
や
す
の
が
マ
ル
チ
商
法
で

す
。
勧
誘
を
受
け
て
も
冷
静
に
判
断
し

た
う
、
え
で
態
度
を
き
め
る
事
が
必
要
で



だ一生活特集(事均釘lj綴it) 第729iJ_

商品の苦情は早目に
く市民課生活係へ〉

より よい商品、よ り よいサービスを}~ミむためにー・
業者に善意があっても、苦情の生じる場介カtあり主

す。まず業者と話し合い、解決されないよ 7な奇的日
市役所市民課生活係へ連絡して くださ L、。川口を出す
ときは 滋早目に出しましょう。

減具体的に、内容はくわしく
援証拠を大切に(領収書.ラベル)

受付先き=民生部市民課生活係 (ft@4100内線 276有
線②0701) 

えつ一(7)-一一昭和51年10月16日 広報

』晶、，島、』島、~"j晶、~"j齢、介、~"j晶、~"j晶、，晶、~"j島、~"j島、』島、』齢、，島、』島、~"j晶、』島、

‘ず~ず~ず~ず~ず~"'~咽r~司，~司，~"'~"'~"'~"'~ず~‘'“'“'

課〉民く市

入

商
品
購
入
は
慎
重
に

訪
問
販
売
等
の
法
律

十
二
月
上
旬
か
ら
施
行

本
年
六
月
四
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
の

法
律
は
、
最
近
の
販
売
方
法
の
多
様
化

か
ら
お
こ
る
消
費
者
被
害
を
な
く
す
た

め
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
法
律

で
は
、
訪
問
販
売
と
通
信
販
売
及
び
連

鎖
版
売
取
引
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
ま
す
。

L
h
v

回
目
リ
百
味

-
宮
島
田

H

同貝

「
庖
舗
外
で
指
定
商
品
を
取
扱
う
販

売
活
動
」
は
、
全
て
対
象
と
な
り
ま
す
が

従
来
の
慣
行
か
ら
「
ご
用
聞
き
」
「
屋
台
」

「
露
天
」
な
ど
は
、
除
外
す
る
よ
う
調

墜
し
て
い
ま
す
。
指
定
商
品
と
は
「
主

と
し
て
日
常
生
活
に
使
用
さ
れ
る
商
品

の
う
ち
一
般
的
な
条
件
で
販
売
で
き
る

政
令
で
定
め
た
も
の
」
で
す
。

内
容

lω
販
売
者
の
氏
名
表
示

ω契
約
内
容
等
の
書
面
交
付

ω契
約
申
込
み
の
徹
回

ω損
害
賠
償
支
払
額
の
制
限

事
例

l
ク
|
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
い
う

制
度
が
あ
り
、
契
約
し
た
日
を
含
め
て

四
日
以
内
な
ら
ば
、
消
費
者
は
、
損
害

を
補
て
ん
せ
ず
解
約
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。態

度

l
セ
ー

ル
ス
マ
ン
に
し
つ
こ

く
説
得
さ
れ
て
も
、
そ
の
場
で
は
決
め

':1::::' 

7l! 

な
い
こ
と
、
ま
し
て
印
鑑
な
ど
を
渡
し

た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。
相
談
し
て
か

ら
決
め
る
こ
と
に
し
て
、
時
間
を
と
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
の
場
で
お
金
を

払
う
と
一
応
契
約
が
成
立
し
た
こ
と
に

受
け
と
ら
れ
た
り
し
て
、
返
金
が
む
ず

か
し
く
な
り
ま
す
。

通

信

販

「
販
売
者
が
郵
便
等
で
売
買
契
約
の

申
込
み
を
受
け
て
行
う
指
定
商
品
の
販

売
」
を
い
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
の
指

定
商
品
は
、
訪
問
販
売
の
場
合
と
同
じ

扱
い
に
な
り
ま
す
。

内
容

l
ω
広
告
中
へ
の
一
定
事
項
記

載ω前
払
式
販
売
に
お
け
る
代

金
受
領
等
の
通
知

事
例

1
申
込
者
か
ら
代
金
が
送
ら
れ

て
き
た
と
き
、
通
常
一
週
間
以
上
た
っ

て
も
そ
の
商
品
が
送
ら
れ
な
い
事
情
の

と
き
は
申
込
者
に
承
諾
通
知
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
お
金
を
送
っ
た
が
品
物
が
送
ら

れ
て
こ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
は
な
く
な

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
注
文
も
し
な
い
の

に
勝
手
に
商
品
が
送
ら
れ
て
来
た
と
し

て
も
、
購
入
の
意
志
が
な
い
場
合
に
三

士
冗

か
月
経
過
し
て
も
引
取
り
に
来
な
い
と

き
は
、
保
管
者
の
所
有
物
と
な
り
ま
す

の
で
自
由
に
処
分
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

態
度

l
注
文
も
し
な
い
商
品
が
送
ら

れ
て
来
る
な
ど
は
、
大
変
迷
惑
な
話
で

す
が
、
一
日
一
使
用
し
て
し
ま
う
と
返
品

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
は
っ
き
り

と
購
入
意
志
の
な
い
こ
と
を
内
容
証
明

等
で
通
知
し
て
お
く
と
保
管
期
間
も
一

か
月
に
短
縮
さ
れ
、
さ
ら
に
強
力
な
主

張
が
出
来
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法

「
取
扱
料
な
ど
で
商
品
の
再
販
売
者

を
勧
誘
し
、
相

E
で
取
引
料
な
ど
を
支

払
う
こ
と
を
条
件
と
す
る
商
品
取
引
」

で
連
鎖
販
売
取
引
と
も
い
っ
て
い
ま
す
。

内
容
H
H
ω

勧
誘
時
め
告
示
と
適
正
化

ω契
約
内
容
の
書
面
交
付

ω契
約
申
込
み
の
徹
回

事
例

l
勧
誘
を
受
け
る
対
象
が
、
事

業
に
未
経
験
な
消
費
者
で
あ
る
だ
け
に

う
ま
い
話
を
聞
く
と
つ
い
周
囲
の
状
況

か
ら
大
金
を
投
資
し
、
商
品
の
取
り
引

を
す
る
と
い
っ
た
状
況
が
多
い
よ
う
で

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
も
う
一
度

冷
静
に
判
断
し
て
も
ら
う
た
め
契
約
締

結
日
と
、
一
定
基
準
以
上
の
商
品
の
引

渡
し
を
受
け
た
日
の
ど
ち
ら
か
遅
い
方

の
日
か
ら
十
四
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
無

条
件
で
解
約
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す

態
度

1
商
品
の
マ
ー
ジ
ン
を
上
回
る

紹
介
料
を
う
ま
味
に
し
「
ね
ず
み
算
式
」

山
浦
源
子
さ
ん
中
央
西
一

l
一
1
1

五
官
@
二
九
O
O
(
上
田
市
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
)

に
会
員
を
ふ
や
す
の
が
マ
ル
チ
商
法
で

す
。
勧
誘
を
受
け
て
も
冷
静
に
判
断
し

た
う
、
え
で
態
度
を
き
め
る
事
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
取
引
商
品
が
特
定
さ
れ
て

い
る
た
め
販
売
者
自
身
で
商
品
の
良
し

慈
し
が
選
択
で
き
な
い
ま
ま
販
売
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
こ
と

で
は
消
費
者
の
不
安
は
解
消
さ
れ
ま
せ

ん
。
取
扱
商
品
の
性
能
な
ど
を
十
分
に

理
解
し
た
う
え
で
の
販
売
活
動
で
な
け

れ
ば
販
売
者
責
任
の
う
、
え
で
も
問
題
が

残
り
ま
し
ょ
う
。

良
い
も
の
を
安
く
買
う
と
い
う
の

が
消
費
者
の
知
恵
で
す
。
良
い
も
の

を
安
く
買
う
た
め
に
、
そ
の
方
法
を

勉
強
し
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
も
自
分
一
人
で
は
な
し
に
、
多

く
の
同
じ
消
費
者
と
い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
勉
強
す
べ
き
で
す
。
こ
う
し
た

態
度
が
、
良
い
も
の
を
安
く
買
う
と

い
う
消
費
者
の
知
恵
を
い
か
す
も
の

消
費
者
の
知
恵

だ
と
い
、
え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
「
値

上
げ
は
反
対
だ
」
と
い
い
、
自
分
だ

け
で
少
し
で
も
安
い
所
を
さ
が
す
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
賢
い
消
費
者
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

お
E
い
に
知
り
得
た
情
報
を
交
換

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を

実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
賢
い
消
費
者

が
生
ま
れ
る
の
で
す
。



が
目
立
ち
ま
し
た
。
試
買
調
査
で
は
、

日
付
カ
ウ
ン
タ
ー
が
動
い
て
い
な
い
と

か
製
造
か
ら
一
週
間
も
経
過
し
た
牛
乳

が
販
売
さ
れ
る
な
ど
、
消
費
者
が
不
安

を
抱
く
問
題
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
消
費
者
自
身
も
商
品

に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
、
確
認
を
す
る
必

要
が
あ
り
、
同
時
に
業
界
で
も
消
費
者

の
立
場
に
た
っ
て
十
分
な
維
持
管
理
に

務
め
て
い
た
だ
く
必
要
の
あ
る
こ
と
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
販
売
機
は
、

商
品
の
選
択
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

な
じ
み
の
薄
い
商
品
と
か
信
用
度
の
薄

い
商
品
の
販
売
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

未
成
年
に
悪
影
響
を
与
え
る
、
い
か

が
わ
し
い
週
刊
誌
、
酒
、
タ
バ
コ
等
も

あ
り
社
会
的
な
問
題
と
し
て
も
考
、
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
販
売
の
便
利
き

の
裏
側
に
は
、
種
々
の
問
題
が
あ
り
、

販
売
者
も
消
費
者
も
自
分
の
地
域
で
の

責
任
、
管
理
お
よ
び
消
費
態
度
を
、
も
う

一
度
見
直
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

Tゴ一生活特集一一昭和51年10月16日一一(8)ー

質
問
u
H
チ
ラ
シ
広
告
が
多
く
、
消
費
者

も
迷
い
、
後
処
理
に
困
っ
て
い
ま
す
。

チ
ラ
シ
の
指
導
は
出
来
ま
せ
ん
か
。
宣

伝
効
果
は
実
際
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答

1
チ
ラ
シ
の
効
果
は
、
十
分
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
庖
の
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
の
指

導
は
、
し
て
い
ま
せ
ん
。
内
容
に
つ
い

て
は
、
不
当
表
示
の
規
制
が
あ
り
ま
す

質
問

1
薬
品
の
定
価
が
表
示
し
て
い
な

い
も
の
が
多
く
、
着
色
の
ど
ぎ
つ
い
も

の
が
あ
る
が
、
心
配
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。
答

l
メ
ー
カ
ー
で
は
徐
々
に
、

価
格
を
つ
け
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い

ま
す
。
着
色
は
、
特
に
心
配
な
い
よ
う

で
す
。

一
般
家
庭
で
も
、
使
用
す
る
際

の
注
意
や
管
理
が
大
切
で
す
。

質
問
M
H
庖
内
で
の
応
待
や
品
物
の
返
品

取
替
え
な
ど
も
、
気
持
よ
く
接
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
答

l
庖
員
の
接
客
態
度

の
向
上
に
つ
い
て
は
、
い
つ
も
配
慮
し

努
力
し
て
い
ま
す
。
返
品
、
取
替
え
の

場
合
も
、
レ
シ
ー
ト
の
請
求
な
ど
は
内

部
事
情
か
ら
止
む
を
得
な
い
の
で
、
ご

理
解
願
い
ま
す
。
消
費
者
も
買
物
を
す

る
際
は
、
十
分
確
か
め
た
う
え
で
購
入

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

質
問

1
高
級
品
を
売
る
よ
、7
な
商
品
化

が
す
す
め
ら
れ
、
物
価
を
押
し
上
げ
て

い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
答
H
H

品
質
、
価
格
の
両
面
で
高
級
品
化
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
全
て
の
消

費
者
に
、
あ
て
は
ま
る
も
の
で
な
く、

安
い
商
品
も
扱
、7
ょ
、ヲ
に
し
て
い

ま
す
.

考
え
る
消
費
者
に

ステッカー貼付 16・1%

一自動販売機を調査一

責任ある管理を

消
費
者
の
み
な
さ
ん
が
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
、
気
づ
い
た
り
経
験
し
た
苦

情
や
、
問
題
点
が
、
か
な
り
あ
る
と
み

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
販
売

業
界
の
み
な
さ
ん
と
、
消
費
者
の
代
表

と
し
て
、
市
の
消
費
物
資
等
監
視
員

と
の
懇
談
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
は
監
視
員
側
が
、
質
問
や
意
見
を
出

し
、
販
売
業
界
側
が
そ
れ
に
答
え
る
と

い
う
形
で
進
め
ら
れ
、
ま
た
そ
の
中
で

業
者
側
の
注
文
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が

具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
の
質
問
や
意

見
が
出
さ
れ
、
お
互
い
に
今
後
の
活
動

に
大
い
に
役
立
っ
た
と
の
意
見
が
聞
か

れ
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
も
ち

み
ん
な
が
賢
い
消
費
者
、
考
え
る
消
費

者
を
目
指
し
、
お
互
い
に
努
力
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。
懇
談
会
で
の
意
見
や
質

問
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

質
問
H
H
食
品
の
パ
ッ
ク
包
装
は
、
や
め

て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
答

1
コ

ス
ト
面
と
品
物
の
ロ
ス
を
考
、え
る
と
、

パ
ッ
ク
包
装
は
必
要
で
す
。

質
問

1
同
じ
銘
柄
で
も
ス
ー
パ
ー
と
、

専
門
庖
で
価
絡
が
違
う
の
は
、
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
答

1
原
価
は
同
じ
で
す
が

流
通
形
態
に
違

い
が
あ
り
、
専
門
底
は

品
数
、
サ
ー
ビ
ス
等
で
補
っ
て
い
ま
す
。

質
問

l
靴
の
修
理
が
、
出
来
な
く
て
困

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
婦
人
靴
に
つ
い
て

の
表
示
は
、
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答

1
簡
単
な
も
の
は
修
理
で
き
ま
す
。

特
殊
な
技
術
な
の
で
、
職
人
が
い
な
く

な
り
困

っ
て
い
ま
す
。
婦
人
靴
の
表
示

の
あ
る
も
の
は
、
六
割
か
ら
七
割
で
す
。

質
問

l
衣
料
品
で
、
肥
満
体
の
よ
う
な

特
殊
サ
イ
ズ
の
も
の
が
少
な
く
て
困

っ

て
い
ま
す
。
答

1
こ
れ
か
ら
は
、
特
殊

サ
イ
ズ
の

L
・
S
判
も
、

ふ
や
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

え

昨
今
の
自
動
販
売
機
の
普
及
に
伴
い

販
売
機
自
体
や
、
扱
う
商
品
に
対
す
る

問
題
が
お
き
て
お
り
、
市
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
現
況
を
調
査
し
ま
し
た
。
販

売
機
は
、
設
置
台
数
に
比
例
し
て
年
々

利
用
者
も
増
、ぇ
、
そ
れ
に
伴
い
苦
情
も

増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
半
は
、
利

用
者
の
「
あ
き
ら
め
」
が
多
く
問
題
に
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ど
こ
へ
苦
情
を
言
っ

た
ら
よ
い
の
か
も
わ
か
ら
な
い
と
い
っ

た
消
費
者
の
声
を
反
映
し
て
、
国
で
は

昨
年
の
十
二
月
か
ら
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼

付
を
義
務
づ
け
ま
し
た
が
、
そ
の
実
施

率
は
、
市
内
の
街
頭
に
設
置
さ
れ
て
い

る
三
百
五
十
三
台
中
、
五
八
台
で
十
六
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
も
の
で
し
た
。

衛
生
面
で
は
、
統
-
し
た
基
準
は
、

あ
リ
ま
せ
'んが、

汚
れ
、
清
婦
の
不
備

つ..~729号 (腕義援脇)一一広報

そ
の
後
、
こ
の
調
査
が
契
機
と
な
り

関
係
機
関
等
の
指
導
も
あ
っ
て
ス
テ
ッ

カ
ー
の
貼
付
を
は
じ
め
、
維
持
管
理
に

つ
い
て
の
改
善
が
全
市
的
に
す
す
め
ら

れ
る
な
ど
消
費
者
の
要
望
が
反
映
さ
れ

て
来
て

い
ま
す
。
ま
た
鵬
首
察
で
も
販
売

機
で
の
不
良
週
刊
誌
の
指
導
、
取
締
り

を
強
化
す
る
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
ま
し
た。

事729号ー

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

当
市
の
産
地
直
送
事
業
が
、
消
費
者

か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
で

安
く
て
う
ま
い
魚
を
提
供
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備

内
ノ
ω凱一

・

鮮

色
…の
産
地
直
送
事
業
を
公
開
で
行
川

一

川
う
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
が
流
通
問
題
川

mw
川
を
理
解
す
る
機
会
と
す
る
と
と
も
に
、

ue助

引
品
川
へ
流
通
過
程
に
お
け
る
現
実
の
問
題
を
事
川

i
t
-

掛
川
業
に
反
映
さ
せ
生
鮮
魚
介
類
の
供
給
之

…
約
…
計
画
的
に
す
す
め
、
得
、
勺
れ
た
結
果
を
〉

集
ハ
消
費
者
に
還
元
す
る
。
こ
れ
は
、
当
市
川

特
川
の
生
鮮
魚
介
類
産
地
直
送
事
業
申
書
要
川

活
九
綱
の
第
一
条
(
目
的
)
で
す
。

生
J

-e'' 

機
で
の
不
良
週
刊
誌
の
指
，
#
、
取
締
り

を
強
化
す
る
こ
と
か
報
ぜ
ら
れ
ま
し
P百

安
く
て
う
ま
い
魚
を
提
供

鮮
色
ハ
の
産
地
直
送
事
業
委
員
会

え

毎
月
日
日
に
実
施
し
て
い
る
当
市
の

鮮
魚
産
地
直
送
事
業
も
、
早
い
も
の
で

三
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業
の
運
営

を
取
り
仕
切
り、

舞
台
袋
で
活
躍
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
が
産
地
直
送
事
業

委
只
会
(
消
伐
者
代
表
五
人
、

小
売
業

者
代
表
六
人
、
市
場
五
人
)
で
す
。

委
は
会
は
、
毎
月
初
旬
に
、
そ
の
回

の
当
番
市
場
で
開
催
し
、
消
費
者
の
要

望
を
業
界
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
形

で
共
体
的
な
取
扱
↑
刀
法
を
決
め
て
い
ま

す。
会
議
で
は
、
当
番
市
場
が
検
討
を
す

す
め
て
き
た
鮮
魚
の
取
扱
品
目
、
品
質

価
格
等
を
中
心
に
、
話
し
合
わ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
な
ん
と
い

っ
て
も
対
象
は

海
の
も
の
、
い
つ
、
ど
ん
な
状
況
の
変

化
が
お
こ
る
か
も
予
測
で
き
な
い
だ
け

つ一(9)ー一一昭和51年10月16日 広報

に
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
ま
か
り
間
違
え
ば
、
割
高
な

鮮
魚
を
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
細
心
の
注
意
を
払

h
p
 m月

5
日
行
わ
れ
た
産
直
委
員

会
て
「
今
月
は
さ
ん
ま
に
決
ま

る」

し
よ
う
か
。

答

l
原
価
は
同
し
で
す
が

流
通
形
態
に
違
い
が
あ
り
、
専
門
庖
は

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

当
市
の
産
地
直
送
事
業
が
、
消
費
者

か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
運
営
で

き
る
の
も
、
こ

7
し
た
当
番
市
場
、
事

業
委
員
会
を
一
体
に
し
た
日
夜
の
努
力

と
配
慮
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
さ

ら
に
は
一
般
小
売
庖
の
積
極
的
な
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
実
現
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

好
評
の
産
地
直
送
事
業

(
に
ぎ
わ
う
庖
頭
)

‘
 

外食にも

インフレの波

=消費物資等

監視員報告=

七
月
に
麦
価
が
二
ハ
・
四
%
値
上
が

り
し
、
更
に
九
月
に
な

っ
て
米
価
が
一

0
・
八
%
値
上
げ
さ
れ
た
の
で
九
月
下

旬
に
市
内
飲
食
庖
の
外
食
価
格
を
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
ほ
と
ん
ど
の

庖
が
今
年
に
な
っ
て
値
上
げ
を
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に
め
ん

類
を
主
と
し
て
い
る
屈
は
麦
価
や
各
種

経
費
を
理
由
と
し
値
上
げ
時
期
も
八
月

初
旬
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

次
に
四
十
九
年
と
五
十
年
の
同
期
の

価
格
と
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
別
表

の
よ
う
に
四
十
九
年
か
ら
五
十
年
で
最

も
値
上
が
り
し
た
の
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

五
十
年
か
ら
五
十
一
年
で
最
も
値
上
が

り
し
た
の
は
肉
う
ど
ん
で
し
た
。
こ
れ

平均値上がり率

の年次推移

カレーライス

かつ井

肉うどん

中華そは・

130 

は
四
十
九
年
度
の
米
価
の
値
上
か
り
率

が
三
二
%
だ
っ
た
の
で
米
飯
を
主
と
し

た
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
や
井
物
が
大
幅
に
他

上
が
り
し
ま
し
た
。
ま
た
五
十
一
年
一

月
に
麦
価
が
二
O
%
値
上
が
り
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
肉
う
ど
ん
が
五
O
年
か
ら

五
十
一
年
で
は
最
も
値
上
が
り
し
ま
し

た
外
食
の
総
合
値
上
が
り
率
は
四
十
九

年
か
ら
五
十
年
は
二
ハ
・
五
%
で
五
十

年
か
ら
五
十
一
年
で
は
一

0
・
五
%
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
米

価
の
値
上
が
り
率
が
四
十
九
年
度
は
三

二
%
。
五
十
年
度
は
一
八
・
九
%
で
あ

っ
た

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

五
十
年
頃
か
ら
は
経
済
界
の
不
況
を

反
映
し
、
外
食
の
消
費
態
度
に
も
変
化

が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
は
消
費

を
増
大
さ
せ
る
立
場
か
ら
一
概
に
値
上

げ
も
で
き
な
い
と
い
う
業
界
の
動
き
も

推
察
さ
れ
、
調
査
の
結
果
で
は
、
ま
だ

値
上
げ
し
た
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、
米
価
改
定
や
各
種
経
費
の

値
上
が
り
の
た
め
年
内
に
は
ま
だ
値
上

げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

っ
た
と
こ
ろ

が
半
数
位
あ
り
ま
し
た
。
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上田市消費物資等価格動向調査 (9月下旬調べ)

商 ロロロ 名 単 位
9 月 8 月

対剛比月 特 記 事 項
最低小売価格一般小売価格 一般小売価格

灯(配達料込み油) 

18.e 680円 725円 725円 0%1(苫18州t売)りの費量低小売価格は 648~q 

200.e 7，400円 7，575円 7，575円 。昨需主年袈期同期を迎よえり値約上10%が値り傾ヒ向がり

プロノマンカ'ス 10kg 1，650円 1，680円 1，680円 O 全体に他上がり傾向

生 し、 台、 100 g 45円 55円 55円 。価比較格的変動高値が.激しい。

スライス豚肩 肉 100g 128円 144円 160円 -10 伎値下肉相が場り傾の値向下。がりで小売価絡も

キャベツ 100g 6円 7円 7円 O 安 価 で横1%.、状態

三寸 人 夢 100g 16円 24円 28円 -16 例年に比して品うす高値。

ブルーダイヤ25 1.66kg 550円 580円 550円 +5.5 在 J単のある庖は価 格揚司置き。

粉せっけん(太陽油脂) 3 kg 750円 750円 750円 O 績 l心、状況。

紳 士 黒 皮 靴 合 成底 4，500円 5，500円 5，500円 O 高級品は値上がり傾向

ア ク リ ル 毛 布 14l0ウX 200 5，000円 5，000円 5，000円 。新III)デザ舟パイン類も(の綿は製少品し)値も値とがり傾
西 川 ンガロ 、 カ ー 上かり

ワイシャツ 白 ポリエ綿ステノレ6355%% 980円 1，980円 1，980円 O 横ばい状況

婦人セ ー ター アウ クー リ ルノレ4600%96 980円 3，000円 1，800円 + 67 デきザインや材質により価格差が大
、，、。

ベニヤ板 3尺 X6尺 420円 440円 420円 +4.8 需r"tIJ要が」、え小売価格も値上がり傾
2.7 mm 
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だ
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ツ
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ど
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主
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か
を
考
、
え
る
時
、
大
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ま
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上
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I.~木 好江
住 所

上田市黒坪

平尾ひで子 "常 田2丁目

久間恵美子 " 常磐城6丁 目

酒井きみよ " 林之郷

清水つる "天神4丁目

簾回ヤエ " 常磐城 1丁目

小島きだみ "常田 2丁目

池田 良 " 常磐城3丁目

四万正子 " 緑が丘

鈴木智恵子 /1 仁古田

都筑栄子 /1 中央西 1丁目

村田 重 /1 中央3丁目

沓掛典子 " 上塩尻

花岡信子 /1 中央東

石井 澄 /1 保聖子

西沢静枝 " 奈良尾

沢路 和子 /1 緑が丘 1丁目

征矢野せっ /1 JII辺町

深町登美子 "金井

加藤松子 11 中央1丁目

L _ J _ 島 愛 子 11 中央2丁目
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